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糟
谷
磯
丸
翁
は
「
至
誠
一
貫
の
翁
」「
純
粋
無
垢
」「
天
真
爛
漫
」「
歌
の
徳
を
体
得
し
た
奇
霊
し
き
翁
」
な
ど
、

そ
の
人
柄
や
人
物
像
が
紹
介
さ
れ
、
老
若
男
女
、
遠
近
を
越
え
て
神
格
化
さ
れ
尊
敬
さ
れ
た
歌
人
で
す
。

　
磯
丸
が
生
ま
れ
た
伊
良
湖
村
は
明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年
、軍
用
地
と
し
て
国
に
接
収
さ
れ
る
ま
で
は
、

伊
良
湖
明
神
を
中
心
と
し
た
宮
山
の
北
側
か
ら
、
現
在
の
伊
良
湖
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
一
帯
に
あ
り
ま
し
た
。
村
の

移
転
時
に
は
一
二
四
戸
の
主
に
漁
業
を
営
む
民
家
が
点
在
し
て
い
ま
し
た
。

　
磯
丸
顕
彰
会
は
昭
和
六
十
三
（
一
九
八
八
） 

年
十
月
発
足
以
来
本
年
で
三
十
五
年
を
数
え
ま
す
。
こ
の
間
、

磯
丸
翁
の
遺
徳
を
顕
彰
す
る
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
特
に
平
成
二
十
四
（
二
〇
一
二
）
年
か
ら
二
十
七
年
の
四
年
間
を
擁
し
て
展
開
し
た
「
糟
谷
磯
丸
生
誕

二
五
〇
年
記
念
事
業
」
は
、
田
原
市
内
外
の
大
勢
の
方
々
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
も
と
実
施
し
た
事
業
で
し
た
。

　
こ
の
事
業
の
目
的
の
一
つ
は
「
糟
谷
磯
丸
銅
像
」
の
制
作
で
あ
り
ま
し
た
。
銅
像
は
約
七
〇
基
の
磯
丸
歌
碑

の
あ
る
伊
良
湖
岬
灯
台
ま
で
の
磯
丸
歌
選
歌
碑
群
 “い
の
り
の
磯
道
” 
の
出
発
点
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
顕
彰
会
活
動
の
講
演
会
、
磯
丸
碑
現
地
学
習
会
な
ど
の
集
団
学
習
が
困
難
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
会
で
は
こ
の
機
に
「
ま
じ
な
い
歌
」
の
 “ど
の
よ
う
な
歌
な
の
か
”  

 “読
み
方
を
知
り
た
い
” 

と
い
う
皆
様
の
要
望
に
応
え
よ
う
と
、
一
首
一
首
に
現
代
訳
・
解
説
を
加
え
、『
磯
丸
様
の
ま
じ
な
い
歌
』
を

刊
行
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
磯
丸
翁
七
十
七
歳
の
ま
じ
な
い
歌
に
「
疫え

き
れ
い
よ
け

癘
除
」
と
題
す
る
歌
が
あ
り
ま
す
。
磯
丸
が
生
ま
れ
て
間
も
な
い

明
和
六
（
一
七
六
九
）
年
に
流
行
し
た
は
や
り
病
は
、
稲
葉
風
と
呼
ば
れ
、
磯
丸
は
生
涯
に
九
度
も
の
災
難
を

経
験
し
て
い
ま
す
。
医
者
も
薬
も
な
い
日
常
が
い
か
に
困
難
で
厳
し
か
っ
た
か
が
伺
え
ま
す
。「
ま
じ
な
い
歌
」

は
絶
対
で
薬
以
上
の
効
能
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
本
書
が
磯
丸
翁
の
ま
じ
な
い
歌
を
理
解
す
る
一
助
に
な
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

令
和
四
年
十
二
月糟

谷
磯
丸
顕
彰
会
　
会
長
　
岡
田
善
広
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は
じ
め
に

漁
夫
歌
人 

糟
谷
磯
丸

　
天
野 

敏
規
（
田
原
市
博
物
館
学
芸
員
）

民
衆
の
願
い
を
代
弁
す
る
「
ま
じ
な
い
歌
」

　
安
江 

茂
（
現
代
歌
人
協
会
会
員/

中
部
日
本
歌
人
会
顧
問
）

磯
丸
略
年
譜

ま
じ
な
い
歌

磯
丸
全
集
に
つ
い
て

磯
丸
歌
碑
・
ゆ
か
り
の
地
分
布
図

磯
丸
歌
碑
リ
ス
ト

あ
と
が
き
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田
原
市
博
物
館
学
芸
員

　天
野 

敏
規

　
糟か
す

谷や

磯い
そ
ま
る丸
は
、
渥
美
半
島
の
先
端
伊
良
湖
村
に
明
和
元

（
一
七
六
四
）
年
五
月
三
日
に
生
ま
れ
、
嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年

五
月
三
日
に
八
十
五
歳
の
生
涯
を
終
え
た
漁
夫
歌
人
で
あ
る
。
磯

丸
の
生
ま
れ
た
伊
良
湖
村
は
、
陸
軍
伊
良
湖
射
場
の
用
地
拡
張
に

伴
い
、
明
治
三
十
九
（
一
九
〇
六
）
年
に
全
村
が
現
在
地
へ
移
転

す
る
ま
で
は
、
現
在
の
伊
良
湖
港
に
ほ
ど
近
い
宮
山
の
ふ
も
と
に

そ
の
集
落
が
あ
り
、
漁
業
を
中
心
と
し
た
半
農
半
漁
の
生
活
を
営

む
村
で
あ
っ
た
。

　
磯
丸
は
、
そ
の
名
を
新
之
丞
、
歌
を
詠
む
と
き
に
は
「
磯
丸
」

「
貞て
い
り
ょ
う良

」
と
称
し
、
通
常
は
磯
丸
様
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
寛
政
六

（
一
七
九
四
）
年
、
磯
丸
が
三
十
一
歳
の
と
き
に
父
が
亡
く
な
り
、

母
は
長
い
間
病
気
で
あ
っ
た
。
親
孝
行
の
磯
丸
は
、
母
の
病
気
が

早
く
良
く
な
る
よ
う
に
近
く
の
伊
良
湖
明
神
へ
三
年
間
毎
日
欠
か

さ
ず
お
参
り
し
、
つ
い
に
母
の
病
気
は
全
快
し
た
。

　
磯
丸
が
和
歌
と
い
う
も
の
に
興
味
を
覚
え
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど

こ
の
頃
の
こ
と
で
、
伊
良
湖
明
神
へ
お
参
り
す
る
旅
人
た
ち
が
神

前
に
あ
る
奉
納
額
な
ど
を
見
上
げ
、
歌
を
口
ず
さ
む
の
を
聞
き
、

そ
の
短
い
言
葉
（
三
十
一
文
字
）
の
中
に
不
思
議
な
魅
力
を
感
じ
た

の
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
磯
丸
は
、
も
と
も
と
伊
良
湖
に
住
む
漁

師
で
、
文
字
は
書
け
な
か
っ
た
が
、

和
歌
の
魅
力
に
心
を
魅
か
れ
た
磯

丸
は
、
や
が
て
無
筆
の
歌
詠
み
と

し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
無
筆
の
歌
詠
み
の
う
わ
さ

は
、
隣
村
（
現
・
田
原
市
亀
山
町
）

に
住
む
大
垣
新
田
藩
主
・
戸と

だ田

氏う
じ
ひ
ろ宥
の
家
臣
で
、
郡こ
お
り
ぶ
ぎ
ょ
う

奉
行
で
あ
っ
た
井い

本も
と

常つ
ね
か
げ蔭
の
知
る
と
こ
ろ
と

な
っ
た
。
こ
の
常
蔭
と
の
出
会
い
が
そ
の
後
の
漁
夫
歌
人
糟
谷
磯

丸
の
人
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
常
蔭
の
も
と
で
、
磯
丸
は

熱
心
に
和
歌
や
文
字
の
指
導
を
受
け
、「
磯
丸
」
と
い
う
名
も
こ
の

常
蔭
か
ら
与
え
ら
れ
た
。
磯
丸
は
、
常
蔭
を
生
涯
「
師
の
君
」
と

し
て
敬
慕
し
た
。

　
吉
田
（
豊
橋
）
に
京
都
の
堂
上
歌
人
芝し
ば
や
ま山

大だ
い

納な

言ご
ん

持も
ち
と
よ豊

の
門
人
で

鍼は
り

医い

の
林は
や
し
お
り
え

織
江
と
い
う
女
流
歌
人
が
い
た
。
文
化
元
（
一
八
〇
四
）

年
、
織
江
が
伊
良
湖
へ
旅
を
し
た
際
に
世
話
を
し
た
の
が
磯
丸
で

あ
っ
た
。
こ
の
と
き
の
紀
行
文
『
伊い

ら

ご

の

き

良
古
之
記
』
に
は
、
珍
し
い

男
を
見
い
出
し
大
い
に
興
味
を
持
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　「
海
辺
月
　
夏
衣
き
て
だ
に
も
見
よ
伊
良
古
崎
涼
し
き
浪
の
よ
る

の
月
影
　
是
れ
な
ん
新
之
丞
の
歌
な
り
自
ら
も
う
た
よ
み
て
け
る

あ
だ
な
を
い
ら
こ
大
納
言
と
か
や
皆
人
言
め
り
…
」

　
こ
の
と
き
磯
丸
四
十
一
歳
。
こ
の
織
江
の
記
し
た
紀
行
文
が
後

に
織
江
の
師
匠
芝
山
大
納
言
持
豊
の
目
に
と
ま
り
、
や
が
て
磯
丸
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